
一　

般　

質　

問

外
国
人
に
向
け
た

災
害
時
情
報
発
信

中
央
保
育
所
の
募
集
停
止
を
求
め
る
決
議
可
決

を
開
催
し
ま
す

給
食
費
一
部
補
助
と

米
飯
中
心
給
食
実
施
を

議
会
報
告
会

意
見
交
換
会
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内
田
議
員　

市
庁
舎
建
設
に
お
い

て
入
札
に
よ
る
公
正
な
業
者
選
定
は

大
前
提
だ
が
、
地
元
業
者
に
担
わ
せ

た
い
と
の
声
も
聞
く
。
市
内
業
者
を

優
先
す
る
考
え
は
。

　

都
市
整
備
部
長　

こ
れ
ま
で
も
本

市
が
発
注
し
た
大
型
工
事
で
は
準
市

内
業
者
の
入
札
参
加
を
認
め
て
い

る
。
工
事
発
注
で
は
公
正
、
公
平
性

へ
の
配
慮
、
競
争
性
の
確
保
、
施
工

　

神
田
議
員　

本
市
の
外
国
人
は
人

口
の
１
％
超
と
な
っ
て
お
り
、
災
害

時
に
は
多
言
語
に
よ
る
周
知
が
必
要

と
考
え
る
が
、
防
災
マ
ッ
プ
の
多
言

語
化
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
使
っ
た
情
報
発
信
の
考
え
は
。
ま

た
、
避
難
所
で
の
生
活
で
は
言
語
に

よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
が

ト
ラ
ブ
ル
や
ス
ト
レ
ス
の
原
因
の
と

な
る
が
、
軽
減
さ
せ
る
た
め
の
取
り

組
み
は
。

　

市
長　

防
災
マ
ッ
プ
へ
の
多
言
語

表
記
は
今
後
対
応
予
定
で
あ
り
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
は
外
国
人
の
使
用
が
多
い
こ
と

か
ら
、
現
在
も
情
報
発
信
を
行
っ
て

い
る
。
今
後
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
つ
い

て
も
対
応
し
た
い
。
避
難
所
に
お
い

Ｑ

Ａ

丸
亀
市
立
中
央
保
育
所
入
所
募
集
停
止
を
求
め
る
決
議

　

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

開
催
日
程

●
11
月
６
日
（
火
）
午
後
５
時

　

丸
亀
市
役
所
２
階　

市
議
会
議
場

　
「
若
者
の
政
治
参
加
に
つ
い
て
」

●
11
月
７
日
（
水
）
午
後
６
時
30
分

　

ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー
４
階
研
修
室

　
「
新
市
民
会
館
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」

　

中
谷
議
員　

食
材
費
高
騰
に
よ

り
、
10
年
間
据
え
置
き
と
な
っ
て
い

る
本
市
の
学
校
給
食
費
は
限
界
が
来

て
い
る
。
給
食
費
無
償
化
は
市
長
の

公
約
で
あ
り
、
そ
の
第
一
段
階
と
し

て
値
上
げ
分
は
家
庭
の
負
担
で
な
く

市
で
補
助
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

ま
た
、
生
活
習
慣
病
予
防
の
観
点
か

ら
も
主
食
は
パ
ン
を
減
ら
し
米
飯
へ

計
画
的
に
移
行
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

　

教
育
部
長　

野
菜
な
ど
の
価
格
高

騰
で
献
立
作
成
に
苦
慮
し
て
い
る
。

来
年
の
消
費
税
増
税
の
影
響
を
検
証

し
、
給
食
の
あ
り
方
を
検
討
す
る

が
、
給
食
会
計
を
圧
迫
す
る
緊
急
の

場
合
は
食
材
費
補
填
の
財
政
支
援
を

考
え
る
。
ま
た
、
米
飯
の
回
数
を
増

や
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
栄
養
教
諭

を
は
じ
め
関
係
機
関
と
よ
り
良
い
方

向
性
を
検
討
す
る
。

ＱＡ

能
力
の
担
保
な
ど
が
求
め
ら
れ
、
入

札
参
加
資
格
の
決
定
に
お
い
て
考
慮

さ
れ
る
べ
き
点
で
あ
る
。

　

市
内
業
者
に
よ
る
建
設
を
求
め
る

声
は
理
解
で
き
る
が
、
現
時
点
で
は

こ
れ
ら
を
総
合
的
に
判
断
し
、
準
市

内
業
者
の
参
加
機
会
に
配
慮
す
る
。

な
お
、
入
札
参
加
資
格
は
、
今
後
契

約
審
査
委
員
会
に
諮
り
、
最
終
的
に

決
定
し
た
い
。

Ａ

て
は
簡
易
か
つ
利
便
性
の
高
い
災
害

時
多
言
語
シ
ー
ト
を
設
置
し
、
活
用

し
た
い
。

次
回
の
定
例
会
は
12
月

上
旬
に
開
会
予
定
で
す
。

民
営
方
式
に
よ
り
教
育
・
保
育
施

設
を
整
備
す
べ
き
と
の
意
思
を
決

定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、二
元
代
表
制
に
お

い
て
地
域
づ
く
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で

あ
る
市
議
会
が
地
域
経
営
の
観
点

か
ら
決
定
し
た
こ
の
結
果
を
、
市

長
は
重
く
受
け
止
め
、
次
年
度
の

新
た
な
中
央
保
育
所
入
所
希
望
者

の
募
集
を
停
止
す
る
よ
う
求
め
る
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

　
　

平
成
30
年
10
月
５
日

　
　
　
　
　
　
　
　

丸
亀
市
議
会

　

市
長
は
、
中
央
保
育
所
の
移
転

改
築
先
と
し
て
、
旧
亀
寿
園
跡
地

が
候
補
地
の
一
つ
で
あ
る
と
公
表

さ
れ
て
い
る
が
、
市
議
会
は
、
今

９
月
定
例
市
議
会
に
お
い
て
提
出

さ
れ
た
請
願
第
２
号
「
旧
亀
寿

園
、
亀
寿
団
地
跡
地
整
備
に
民
設

民
営
方
式
に
よ
る
教
育
・
保
育
施

設
整
備
を
求
め
る
請
願
」及
び
請

願
第
３
号
「
旧
亀
寿
園
跡
地
に
民

設
民
営
方
式
に
よ
る
教
育
・
保
育

施
設
整
備
を
求
め
る
請
願
」
を
採

択
し
、
旧
亀
寿
園
跡
地
に
は
民
設

●
11
月
19
日
（
月
）
午
後
６
時

　

レ
ク
ザ
ム
Ｂ
Ｐ
丸
亀（
市
民
球
場
）

　
「
保
育
士
確
保
に
つ
い
て
」

定
例
会
最
終
日
に
審
議
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

丸亀市議会事務局
〒763-8501　
丸亀市大手町二丁目3番1号
TEL 0877-24-8828
Ｅ-mail
gikai@city.marugame.kagawa.jp

ご意見
お待ちして
います！



総
務
委
員
会

鯖江市
ボートレース
三国
糸魚川市

７月
17～19日

都
市
環
境
委
員
会

藤枝市
日本政府
観光局
三鷹市

７月
18～20日 委

員
会
視
察
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鯖
江
市
で
は
、
行
政
が
保
有
す
る

デ
ー
タ
を
公
開
し
、
民
間
が
ア
プ
リ

作
成
に
活
用
す
る
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
バ
ス
の
位

置
や
乗
客
数
把
握
、
橋
梁
デ
ー
タ
の

検
索
、
河
川
水
位
を
調
べ
る
ア
プ
リ

な
ど
が
開
発
さ
れ
、
一
般
の
利
用
に

提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
の
デ
ー
タ

は
市
政
の
主
役
で
あ
る
市
民
が
活
用

す
る
と
い
う
考
え
は
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

糸魚川市大火の状況を消防署長から聞く

分析に基づくインバウンド政策について

　

日
本
政
府
観
光
局
は
外
国
人
旅
行

者
の
誘
致
活
動
を
行
う
政
府
機
関
で

す
。
地
域
へ
の
外
国
人
旅
行
客
ア
ッ

プ
の
施
策
と
し
て
、
本
市
に
観
光
に

来
て
い
る
外
国
人
の
滞
在
場
所
や
周

遊
ポ
イ
ン
ト
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
場

所
に
興
味
を
示
し
ど
れ
ぐ
ら
い
滞
在

時
間
を
使
っ
て
い
る
の
か
な
ど
、
市

内
や
近
隣
市
町
へ
の
行
動
パ
タ
ー
ン

を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
力
を
入

れ
る
ポ
イ
ン
ト
が
目
に
見
え
る
形
で

分
か
り
、
よ
り
効
果
的
な
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
施
策
に
つ
な
が
る
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
12
月
に
発
生
し
た
駅
北

　

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
三
国
で
は
、
通
常

よ
り
も
早
い
時
間
帯
に
レ
ー
ス
を
開

始
す
る
モ
ー
ニ
ン
グ
レ
ー
ス
を
今
年

度
よ
り
実
施
し
、
売
り
上
げ
を
伸
ば

し
て
い
ま
す
。
本
市
は
ナ
イ
タ
ー
レ

ー
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
場
間

場
外
発
売
で
協
力
し
、
相
互
に
売
り

上
げ
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

三
鷹
市
で
は「
参
加
か
ら
協
働
へ
」

と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
産
・
学
・

官
と
連
携
し
た
協
働
を
行
っ
て
い
ま

す
。
本
市
で
も
市
民
交
流
活
動
セ
ン

タ
ー
を
展
開
す
る
た
め
に
は
人
材
の

育
成
、
人
と
の
つ
な
が
り
が
最
も
重

要
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
環
境
づ
く

り
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。

　

藤
枝
市
は
民
間
力
を
最
大
限
に
活

用
し
、
ま
た
、
今
後
の
人
口
減
少
を

踏
ま
え
、
国
の
補
助
金
を
効
果
的
に

活
用
し
、
で
き
る
だ
け
財
政
出
動
を

抑
え
て
駅
周
辺
の
再
開
発
を
行
っ
て

い
ま
す
。
民
間
力
を
活
用
し
た
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
は
、

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で

の
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

大
火
の
発
生
時
の
状
況
、
復
興
計
画

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
出

火
当
初
は
通
常
の
建
物
火
災
で
し
た

が
、
フ
ェ
ー
ン
現
象
に
よ
る
強
風
か

ら
飛
び
火
が
多
数
発
生
し
、
多
く
の

建
物
が
消
失
し
ま
し
た
。
地
域
で
お

互
い
に
声
を
掛
け
合
い
避
難
が
で
き

た
た
め
、
幸
い
に
も
死
者
は
出
な
か

っ
た
と
の
こ
と
で
す
。現
在
、糸
魚
川
市

ら
し
さ
を
残
し
な
が
ら
防
災
機
能
を

高
め
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。
本
市
も
住
宅
密
集
地
が
あ
り
、

道
幅
も
狭
く
消
火
活
動
が
難
し
そ
う

な
箇
所
も
あ
り
ま
す
。
地
域
の
防
災

意
識
を
高
め
る
周
知
・
啓
発
活
動
の

重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

デ
ー
タ
分
析
に
基
づ
く
施
策
は
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
施
策
に
限
ら
ず
、
今
後
の

本
市
の
様
々
な
施
策
に
も
活
用
で
き

る
も
の
と
感
じ
ま
し
た
。

委
員
会

視
察

モ
ー
ニ
ン
グ
レ
ー
ス
の
取
り
組
み

行
政
デ
ー
タ
の
民
間
活
用

市
民
協
働
セ
ン
タ
ー

民
間
力
の
利
活
用

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
施
策

駅
北
大
火
か
ら
の
復
興



教
育
民
生
委
員
会

広
報
広
聴
委
員
会

宝塚市
船橋市
東京都
板橋区

７月
2～4日

上野原市
あきる野市

８月
2～3日委

員
会
視
察
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宝
塚
市
で
は
、
学
校
給
食
を
食
育

の
重
要
性
を
考
慮
し
、
財
政
的
な
負

担
は
大
き
い
が
、
自
校
式
で
の
給
食

提
供
を
行
っ
て
い
る
。

　

本
市
は
セ
ン
タ
ー
方
式
で
は
あ
る

が
、
宝
塚
市
が
行
っ
て
い
る
講
座
形

式
の
料
理
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
よ
う

に
、
学
校
だ
け
で
な
く
地
域
を
巻
き

込
ん
だ
取
り
組
み
を
す
る
こ
と
で
、

大
人
を
含
め
た
食
育
の
推
進
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
大
事
と
感
じ
た
。

　

船
橋
市
は
、
平
成
27
年
に
待
機
児

童
数
が
６
２
５
人
と
、
全
国
ワ
ー
ス

ト
２
位
と
い
う
結
果
を
受
け
、
待
機

児
童
解
消
と
し
て
、
保
育
の
受
け
入

れ
枠
を
２
年
間
で
２
０
０
０
人
分
拡

大
し
、
併
せ
て
保
育
士
の
緊
急
確
保

を
実
施
し
た
こ
と
で
、
２
年
間
で
約

４
０
０
人
の
待
機
児
童
削
減
を
実
現

し
た
。　
　

　

本
市
に
お
い
て
も
今
年
待
機
児
童

が
発
生
し
て
い
る
た
め
、
船
橋
市
の

施
策
を
参
考
に
待
機
児
童
解
消
に
向

船橋市で待機児童対策を聞く

スポーツ振興の取り組み

上野原市議会での研修

け
市
議
会
も
市
と
協
力
し
て
い
き
た

い
。

　

高
齢
化
社
会
の
顕
在
化
と
と
も

に
、
地
域
で
支
え
あ
う
体
制
作
り
は

自
治
体
の
急
務
で
あ
る
。

 

板
橋
区
で
は
、
独
自
の
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
推
進
し

て
い
る
。

 

今
回
の
研
修
を
参
考
に
、
市
と
と

も
に
本
市
に
お
け
る
本
事
業
を
推
進

し
て
い
き
た
い
。

　
昨
年
度
、
山
梨
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

議
会
部
門
で
奨
励
賞
を
受
賞
。

●
一
般
質
問
に
は
質
問
者
の
写
真
を

入
れ
る
。

●
質
問
原
稿
は
質
問
を
し
た
議
員
が

用
意
す
る
。

●
た
く
さ
ん
書
き
た
い
の
を
抑
え
て

空
白
を
入
れ
、
読
み
や
す
く
。

●
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
特
集
記

事
。「
子
育
て
世
代
」「
青
年
会
議

所
」「
清
掃
サ
ー
ク
ル
」「
消
防
団
」

な
ど
。
読
者
が
読
者
を
呼
ぶ
。

●
次
の
議
会
の
予
定
を
カ
レ
ン
ダ
ー

方
式
で
予
告
。

　
タ
イ
ト
ル
は「
ギ
カ
イ
の
時
間
」。全
国
各

地
か
ら
視
察
が
来
る
先
進
の
取
り
組
み
。

●
「
こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
」

「
こ
ん
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
」

と
タ
イ
ト
ル
が
柔
ら
か
。

●
予
算
の
説
明
で
も
数
字
の
羅
列
で

は
誰
も
読
も
う
と
は
思
わ
な
い
。

空
間
を
設
け
、
写
真
を
多
用
。

●
若
手
農
業
者
、
大
学
生
、
市
外
か

ら
の
移
住
者
、
外
国
人
、
Ｊ
Ｒ
利

用
者
な
ど
に
登
場
願
う
。

●
読
み
や
す
さ
に
こ
だ
わ
り
。「
ち

ょ
っ
と
オ
シ
ャ
レ
で
気
軽
な
読
み

物
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
。

●
議
員
間
の
表
記
・
用
例
の
統
一
の

た
め
議
会
独
自
で
「
表
記
便
覧
」

を
作
成
し
た
。

　

市
民
が
登
場
す
る
「
特
集
記
事
」

と
「
見
や
す
い
レ
イ
ア
ウ
ト
」
で
読

者
を
獲
得
。
議
会
が
「
書
き
た
い
」

こ
と
よ
り
市
民
の
皆
様
が
「
読
み
た

い
」
こ
と
に
狙
い
を
定
め
、
広
報
の

改
善
に
挑
戦
し
て
ま
い
り
た
い
。

保
育
士
確
保
策

学
校
給
食
に
お
け
る
食
育

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

１
．山
梨
県
上
野
原
市
議
会

２
．東
京
都
あ
き
る
野
市
議
会

３
．視
察
を
振
り
返
っ
て
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持って
」を「

持って
」を「 高校へ！高校へ！

編
集
後
記

　

今
号
で
は
「
議
会
だ
よ
り
」
と

し
て
初
の
、
表
紙
と
連
動
し
た
特

集
記
事
を
企
画
し
ま
し
た
。

　
７
月
に
編
集
委
員
会
と
し
て
先

進
地
視
察
を
行
い
、
こ
う
し
た
連

動
企
画
の
取
り
組
み
を
学
び
、
さ

っ
そ
く
試
み
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
ス
タ
ー
ト
が「
石
垣
崩
落
」

だ
っ
た
の
は
残
念
な
こ
と
で
し
た

が
、
９
月
議
会
で
も
多
く
の
意
見

の
出
た
と
お
り
、
全
庁
横
断
的
な

石
垣
復
旧
の
必
要
性
か
ら
、
私
た

ち
議
会
も
そ
の
一
翼
を
担
い
た

い
、
そ
ん
な
思
い
で
企
画
し
ま
し

た
。
次
号
か
ら
は
老
若
男
女
、
市

民
の
皆
さ
ま
が
登
場
す
る
特
集
企

画
も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

豪
雨
、
地
震
な
ど「
災
害
列
島
」

と
も
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
日

本
。
人
的
な
被
害
こ
そ
な
か
っ
た

も
の
の
、
４
０
０
年
の
歴
史
あ
る

石
垣
が
崩
落
し
た
姿
は
市
民
の
心

に
大
き
な
傷
を
残
し
ま
し
た
。
も

う
「
災
害
が
少
な
い
丸
亀
」
と
は

言
っ
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
。そ
の
時
、

議
会
は
ど
う
動
く
の
か
。
真
剣
な

準
備
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

広
報
広
聴
副
委
員
長
　内
田
俊
英

編　集　長：委員会を代表して、市内５つの高校に
お邪魔しました。

編集委員：先生方や生徒会代表の皆さんにお会い
し、手ごたえありましたね。

編　集　長：先日の先進地視察でも「議会だより」
を高校に届けるという市があった。

編集委員：銀行や郵便局にも。積極的ですよね。
編　集　長：高校生の皆さんとは初対面。初めはコ

チコチだったけど、しっかり発言して
くれる人もでてきた。

編集委員：編集長がベラベラたくさんしゃべった
から、すぐに打ち解けたみたい。

編　集　長：それ、ほめてるの？
編集委員：初めて「議会だより」を開く人ばかり。で

も「発言した人の写真があるといいです
ね」とか「税金を使って作ってます、とど
こかに書いたらどうですか？」とか、さっ
そく採り入れたい意見ももらいました。

編　集　長：それから、学校内でいちばん読んでも
らえる場所を尋ねたら…。

編集委員：図書館はあんまり行かない人が多い。
それは私も同じだったなあ。

編　集　長：あなたの回想はいいよ。廊下の掲示板
とかがよさそうだ。

編集委員：やっぱり高校生に読んでもらうには、「ス
マホ対応」ですよね～。

編　集　長：それも先々、考えなきゃね。
編集委員：先日の知事選の18、19歳の投票率、22

％はショックでしたね。

編　集　長：全体に関心が低かったけど、「投票に行
かないクセ」がつかないか心配。

編集委員：編集長、生徒の前で先生に「投票、行
きました？」って聞いちゃダメだよ。

編　集　長：すまない（汗）
編集委員：ところでこの号が皆さんのところに届

くころには、「議会報告会」も間近です。
編　集　長：昨年に続いて高校生、そして今年は大

学・短大の皆さんにも呼びかけた。
編集委員：総務委員会なんか、本会議場でやるん

ですよね。
編　集　長：意欲的！　５校から５人ずつ来てくれ

ると25人。ちょうど議員の定数と一致
して「満席」だ！

編集委員：そこかい！
編　集　長：もちろん「傍聴席」もあるからどなた

もお越しいただけます。そして私たち
は座り慣れない「理事者」の席へ（笑）

編集委員：楽しみですね。
編　集　長：大きな成果を目指し、準備を進めよう！

vol.2

丸亀城西高校生徒会の皆さん。ご協力ありがとうございました。
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